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① 章 節

③ 事業内容
（手段･手法など）

④ 目　的
（何のために）

⑤ 対象及び人数
（誰･何を対象に）

⑥ 現在の実施方法

内 千円 0 　人

訳 千円 0 　人

国・府から
の補助金等

0円 使用料・手数料 その他 0円

◎ 見直しを検討している事業

◎ 積極的に市民の意見を取り入れたい事業

◎ 市単独事業

⑨
目　　標
（目指すところ）
※より具体的に記入

⑩ 事業の現状

⑪
目標と現状の差
（課　題）
　⑨－⑩

　

事業番号 

事業シート（概要説明書）

事　業　名 介護予防・生活支援事業 総合計画体系 02共生共感都市 04高齢者福祉

② 細事業名 生活援助事業
担当部・課 健康増進部 介護高齢課 事業開始年度　 平成１２年度

根拠法令

おおむね６５歳以上の自立の認定を受けた高齢者等で、家事援助を必要とする高齢者について、ホームヘルパーが、対象者宅に赴き、
調理や買い物等の支援を行う。

要介護等に該当しない（自立の認定）高齢者等の居宅を訪問し、日常生活上の援助を行い在宅の独居高齢者等の自立した生活の継続
を可能とすることをを目的とする。

おおむね６５歳以上の自立の認定を受けた高齢者等で、家事援助を必要とする高齢者。

外部委託　※委託業者は右記詳細のとおり （詳細：　河内長野市社会福祉協議会　）

平成２３年度予算 直接経費（A)の内訳

⑦

コ
ス
ト

直接経費（A) 2,526 千円

生活援助事業業務委託料　2,526千円

人件費（B)
※（C)+(E) 0 千円

担当正職員：概算人件費（C)
（H22決算平均給与8,260千円×従事職員数） 0 従事職員数（D)

臨時職員他（嘱託・アルバイト）人件費（E) 0 従事職員数（F)

【解決策】
支援を必要とする独居高齢者が、今後の高齢化に伴い増加すると想定され
ることから、
①環境衛生課の個別収集検討の動向を注視し、協力して課題を解決に努
める。また、同時に介護保険でのヘルパー派遣が容易な時間帯である９時
以降に生ごみ収集が行えるか環境衛生課へ要望を行う。
②引き続き早朝のごみ出し等の支援を行うボランティア団体の情報を収集
する。

【論点】
①環境衛生課における個別収集や、収集時間変更などの実現可能性。
②仮に当事業と重複する内容を活動内容とするボランティア団体が見つ
かったとしても、市域全体を継続的かつ均一に活動を提供するできる団体と
なると規模や利用者の要望の面からも難しいと推測される点。

総コスト
（A)＋（B) 2,526 千円

財源内訳（収入）

0円 一般財源
（市債含む） 2526千円

※　事前概要説明会開催後に記入

⑧
対象事業の
抽出の視点
（選考優先順位）

生活援助事業の内、けが等で一定期間のみ支援を必要し要介護認定にて非該当（自立）の判定を受けた高齢者に対する家事援助部分については、一時的な支
援として一定の役割を果たしていることから現状の制度の維持を目標とする。また、その他部分として支援している、介護ヘルパーや親族等の支援が受けづらい
早朝のごみだしに対する支援については、平成２３年３月に環境衛生課にて策定された『河内長野市一般廃棄物処理基本計画』において今後増加するであろうご
み出しの困難な高齢者に対する個別収集について検討が進められることから、環境衛生課の動向を踏まえて、協力して課題解決を進めていく。
また、市内全域を均一にサービスを提供できるボランティア団体等との協働で高齢者の早朝のごみ出しの問題を解決したい。

調理等の家事援助ついては急な病気などによる一時的な利用に限っており、継続的な支援が必要な高齢者については要介護認定の申請を促し介護保険制度の
利用に繋げているが、早朝のごみ出し支援については、特に支援が必要な高齢者については要介護高齢者も利用を認めているが、ごみ収集が６時、７時台のた
め介護保険でのヘルパー派遣が困難な時間帯の地域に住み、当事業でのごみ出しの支援を必要とする高齢者が増加している現状である。

家事援助部分については現状のとおり一定の役割を果たしていると考えるため課題の設定は無い。早朝のごみだしについては、環境衛生課による個別収集の検
討結果や方向性については現状では未定である。また、現状ではボランティアの活用については、市内全域を均一にサービスを提供できるボランティア団体等が
見当たらないが、今後そのような団体の活動が見受けられた場合、課題解決に向けて協議を行いたい。

⑫

解決策と論点

（⑪の課題
　の解決策
　と問題点）

様式１号 

市側の事前論点 最終論点 



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　計

家事援助 1 1 0 0 1 2 2 2 2 1 1 0 13

その他
(ごみ出し)

21 22 21 22 23 23 22 24 25 23 23 22 271

家事援助 3 4 0 0 7 9 7 12 18 7 1 0 68

その他
(ごみ出し)

101 112 109 111 116 112 108 105 127 94 94 95 1284

家事援助
(休日等加算含)

4,800 6,400 0 0 11,200 14,800 11,200 20,000 31,200 12,400 1,600 0 113,600

その他
(ごみ出し)

80,800 89,600 87,200 88,800 92,800 89,600 86,400 84,000 101,600 75,200 75,200 76,000 1,027,200

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　計

家事援助 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2 6

その他
(ごみ出し)

24 24 25 26 26 26 26 27 28 27 31 34 324

家事援助 0 0 0 0 0 0 0 0 3 5 10 13 31

その他
(ごみ出し)

107 103 117 119 125 120 129 125 138 115 126 167 1491

家事援助
(休日等加算含)

0 0 0 0 0 0 0 0 4,800 8,000 16,400 21,200 50,400

その他
(ごみ出し)

85,600 82,400 93,600 95,200 100,000 96,000 103,200 100,000 110,400 92,000 100,800 133,600 1,192,800

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合　計

家事援助 0 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 5

その他
(ごみ出し)

35 36 35 33 33 39 40 42 41 39 36 35 444

家事援助 0 7 6 4 14 0 0 0 0 0 0 0 31

その他
(ごみ出し)

165 155 150 153 161 184 179 198 206 168 158 171 2048

家事援助
(休日等加算含)

0 14,700 12,600 8,400 29,400 0 0 0 0 0 0 0 65,100

その他
(ごみ出し)

165,000 155,000 150,000 153,000 161,000 184,000 179,000 198,000 206,000 168,000 158,000 171,000 2,048,000
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